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グリーンリボンは 
移植医療のシンボルマーク 

運転免許証の意思表示欄は 

裏面のココです!! 
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GREEN LIGHT-UP PROJECT 
10 月 16 日はグリーンリボンデー 

 

厚生労働省では、毎年 10 月を「臓器移植普及推進月間」と

定めています。 

 臓器移植医療への理解が広がることを願って、グリーンリボ

ンデーの 10 月 16 日を中心に、全国各地の著名なランドマー

クや建物を移植医療のシンボルカラーであるグリーンにライ

トアップされました。 

この光には、ドナー（臓器提供者）への感謝に加え、移植を

待つ人たち、移植医療を支える医療者等へのエールの意味も込

められています。 

 

 

写真：奇跡の一本松(陸前高田市) 

撮影：2025.10.18 17:20 ごろ 
 

～ 県民の皆さんへの大切なお願い ～ 

臓器提供の意思表示をお願いします 
臓器提供の意思表示は、人生の数ある選択の中のひとつです。 

YES or NO あなたの意思を表示してください。 
 
臓器提供の意思表示は、マイナンバーカード・運転免許証・インターネットによる意思
登録・臓器提供意思表示カードで意思表示をすることができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グリーンリボンキャンペーンの天使 

ハーティ&トイプー 

岩手県内７か所で実施した様子を
次のページでご紹介します。 
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【県内実施期間】 

 10 月 16 日(木)～22 日(水) 
 

【県内実施場所】※順不同 

左上 東北電力無線鉄塔 

   テレビ岩手パラボラアンテナ 

右上 奇跡の一本松 

中央 開運橋 

左下 キオクシア アイーナ 

右下 岩手医科大学附属病院 

正面玄関 

(岩手教育会館でも実施しました。) 

 

2025 GREEN LIGHT-UP PROJECT 
～ 移植医療の希望の光を届けよう ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 御協力ありがとうございました - 
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そばっちといっしょ

に写っているのが、

よぼういがく協会の

キャラクター「アー

リー」。検診車「あお

ぎり」で県内各地を

回っています。 

 

<写真の説明> 

上：スタートの様子 

右：「新里の愛宕神社」

の長い階段（コース内

には山道もたくさんあ

りました。） 

左：「遠野の五百羅漢」

は山中にありました。 

 

 

よぼういがく協会・ で
臓器移植普及の PR を実施  

 

10 月４日(土)、岩手県予防医学協会創立 55 周年

記念感謝祭・GOGO!アーリーフェスタがよぼうい

がく協会 BigWaffle（盛岡市）で開催されました。 

このイベントでは、検査の裏側ツアーといった、

よぼういがく協会の普段の活動紹介のほか、ミニ動

物園、はたらく車大集合、サイエンスショー、縁日

やキッチンカーのグルメなど家族で楽しめる多彩な

内容で、約 2,200 名の御来場がありました。 

当財団では、会場で臓器移植普及のＰＲを行いま

した。御家族連れのお客様にも多くお立ち寄りいた

だき、臓器移植への関心を持っていただく良い機会

になりました。 

ＰＲに駆け付けた、わんこきょうだい・そばっち

も子どもたちに大人気でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「遠野遺産を巡る親子ウオークラリー」で 
臓器移植推進キャンペーンを実施 

 

７月５日(土)、県レクリエーション協会が主催す

る「遠野遺産を巡る親子ウオークラリー」に当財団

も共催し、イベント内で臓器移植の普及推進のため

の PR 活動を行いました。県レクリエーション協会

様には、毎年春季に普及啓発のイベントの開催に御

協力いただいており、近年は盛岡市内での開催が続

いていましたが、今回は平成 24 年の花巻市以来、

13 年ぶりに盛岡以外での開催となりました。 

ウオークラリーには、遠野小学校の児童とその保

護者の方々約 40 名に御参加いただき、遠野遺産を

訪ね歩く約５km に挑戦しました。 

当財団の職員も４人でウオークラリーに参加しま

した。ウオーキングというよりはト

レッキングでは(!?)と感じるような山

道や急な階段のコースを順番を間違

えるなど悪戦苦闘を重ねながらもな

んとかゴール。日ごろの運動不足と

健康の大切さを改めて感じた一日と

なりました。 
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臓器移植コーディネーターの活動状況 
（2025 年４月～10 月） 

当財団には、公益社団法人日本臓器移植ネットワーク（JOT）から任命された臓器移植コーディ

ネーター１名が在籍しています。森田里香コーディネーターの活動状況の一端を御報告します。 
 

■臓器提供の体制整備のため、病院をはじめ各地区

の消防、岩手県警等の関係機関を 56 回訪問しまし

た。県立中部病院では滞りなく臓器提供ができるよ

う、法的脳死判定シミュレ―ションを実施しました。 

■県内 14 施設 62 名の院内臓器移植コーディネータ

ーを対象に、県内の臓器提供の現状や国の方針等に

ついて、研修会を 2 回実施しました。（６月 12 日、

10 月２日） 

■６月 25 日には（一社）岩手県臨床衛生検査技師会、

９月 25 日には福島県立医科大学、10 月 31 日には

岩手県警察学校で、講師の依頼を受け講演会を実施

しました。 

■10 月 16 日のグリーンリボンデーに「臓器移植普

及推進月間」PR のため、IBC ラジオ「ワイドステー

ション」とテレビ岩手「5 きげんテレビ」に出演しま

した。 

■県内の病院、保健所、運転免許センター（計 7 か

所）のほか、10 月の臓器移植普及推進月間には岩手

県庁県民室において臓器提供意思表示の啓発のため

のバナーを展示しました。 

■４月から 10 月末までの間、岩手県内では２件の脳

死下臓器提供があり、９名の方が移植を受ける事が

できました。 

 

 

 

 

【写真 岩手県庁県民室での啓発活動】 

 

寄附・賛助会員募集のお知らせ 
 
当財団の事業活動に賛同し、支援してくださる団体または個人を賛助会員として募集し
ています。また、随時、寄附の受付を行っています。 
詳しくは、当財団のホームページで御案内します。皆様の御賛同をお待ちしております。 
 
（参考：寄附と賛助会費の概要） 

 寄  附 賛助会費 

受入れ時期 随時 毎年 1回 

受入れ金額 任意（指定なし） 個人:１口  3,000円／年 
法人:１口 10,000円／年 
（口数は 1口以上任意） 

使 途 一般寄附金(使途を限定なし) 又は 

特別寄附金(使途の指定あり) に基づく 

公益目的事業ほか、財団の運営全般 

(主な内容) 
・腎移植希望登録に必要な組織適合検
査費用の一部助成 
・臓器移植普及に係る啓発活動ほか 
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